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　金融市場において発信されるニュースは、資産価格に関する重要な情報の一つに挙げられる。本研究では、東
京証券取引所一部上場企業を対象とした高頻度データの分析を通じ、ニュース記事の内容と株式市場の関連性に
ついて研究を行った。ニュース記事の分析では、自然言語処理分野においてその有用性から近年関心を集めてい
るLSTM（Long short-term memory）を用いた。分析の結果、1） 短期間の価格変動を教師データとした場合
においてもニュースの分類モデル構築をできる可能性があること、2） ニュース発信後の短期間で取引量が大幅
に増加する傾向にあること、等の結論を見いだした。本研究は、情報が価格に織り込まれるプロセスに関し興味
深い結果を示すものである。詳細な分析は今後の課題である。

１．はじめに

情報技術と資産価格
近年、情報技術の急速な進展を背景とし、フィ

ンテック等、金融分野における様々な情報を活用

した取組みへの関心が高まっている。資産運用分

野においても情報は重要な役割を果たしており、

情報技術及び分析対象となるデータに対する関心

もこれまで以上に高い。投資の意思決定に関連す

る情報は数多いが、金融市場において発信される
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